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Cisco Unified Communications Manager 6.1

製品概要

シスコ  ユニフ ァ イ ド  コ ミ ュニケーシ ョ ン ソ リ ューシ ョ ンは、 固定ネ ッ ト ワーク と モバイル

ネ ッ ト ワークにおける音声、 ビデオ、 データ、 およびモバイルなどのアプ リ ケーシ ョ ン統合

を可能にし、企業や政府機関といった組織の業務環境でのメ デ ィ ア リ ッ チなコ ラボレーシ ョ

ンを実現し ます。 これらのアプ リ ケーシ ョ ンはネ ッ ト ワーク をプ ラ ッ ト フ ォームと し て使用

し、 意思決定と ト ラ ンザクシ ョ ンの所要時間を短縮する こ と で、 優位性を高める こ とができ

ます。 ネ ッ ト ワークのセキュ リ テ ィ 、 復元力、 およびスケーラ ビ リ テ ィ によ り、 あ らゆる

ワークスペースのユーザが、 あらゆる メ デ ィ ア、 デバイス、 オペレーテ ィ ング システムを使

用し て、 場所や時間を問わず、 簡単に接続できるよ う にな り ます。 シス コ  ユニフ ァ イ ド  コ

ミ ュニケーシ ョ ンは、 ネ ッ ト ワーク  イ ン フ ラス ト ラ クチャ、 セキュ リ テ ィ 、 ワイヤレス、 管

理アプ リ ケーシ ョ ン、 ラ イ フサイ クル サービス、 柔軟な導入と管理オプシ ョ ンのアウ ト ソー

シング、 およびサー ドパーテ ィ のアプ リ ケーシ ョ ンを含む総合ソ リ ューシ ョ ンの一部です。

Cisco Unified Communications Manager （以前の Cisco Unified CallManager） は、 シスコ  ユ
ニフ ァ イ ド  コ ミ ュニケーシ ョ ン システムの強力な呼処理コ ンポーネン ト です。 拡張性が高

く 分散可能な、 アベイ ラ ビ リ テ ィ の高いエン タープ ラ イズ IP テレ フ ォニー呼処理ソ リ ュー

シ ョ ン で す。 顧客のニ ーズは絶え ず進化 し て い る ため、 Cisco Unified Communications
Manager はそのニーズに対応するために進化し ています。 コ ラボレーシ ョ ン と リ ソースへの

アクセスを強化する こ とによ り、 Cisco Unified Communications Manager のバージ ョ ン 6.1
には、 大企業だけでな く 比較的小規模の企業にも メ リ ッ ト がある機能が搭載されています。

Cisco Unified Communications Manager 6.1 の新機能

Cisco Unified Communications Manager バージ ョ ン 6.1 は、 新機能のセ ッ ト によ り、 前の

バージ ョ ン で導入 さ れた技術革新を強化 し てい ます。 こ の新機能に よ り、 企業が Cisco
Unified Communications Manager に期待するよ う になったコス ト 削減、生産性、 およびプロ

セス変革などのメ リ ッ ト を実現する、 ハイエン ド な呼処理が実現されます。

アクセスの高速化、 コ ラボレーシ ョ ンの向上

Cisco Unified Communications Manager 6.1 には、 コ ラボレーシ ョ ンを向上させ、 従業員へ

のアクセスを改善する 2 つの新機能が導入されています。第 1 の機能は複数のコールまたは

会議を接続するための Join Across Lines 機能で、 第 2 の機能は認証済みユーザがキーを 1
回押すだけで追加の参加者と し て会議に参加できるよ う にする Single Button Ba rge 機能で

す。

Join Across Lines

Join Across Lines 機能が有効になっている と、 ユーザは、 電話機に表示される複数の回線上

の会議に参加できます。 この機能を使用する と、 役員などのユーザは、 異なるグループの会

話にすばや く 参加できます。
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この機能を さ らに推し進めたのが 「参加保留」 モー ド です。 このモー ドは、 参加可能な進行

中の会議が 1 つのみである場合は、ソ フ ト キーを使用し て開始し ます。参加保留モー ド では、

プ ラ イマ リ  ユーザは他のコールへの参加を求められ、追加のコールが着信するかダイヤル ア
ウ ト し たと きに参加プロセスを完了する こ とができます。

Join Across Lines 機能を使用する と、 会議の連結も可能です。 すでに 2 つ以上のコールで会

議が行われている と き、 ユーザは電話機に表示される会議コールを連結できます。

Single Button Barge

Single Button Barge 機能が有効な と き、 エン ド  ユーザは 1 つの回線キーを押すだけで、 進

行中の会議に参加できます。 回線に複数の会議が接続されている場合、 認証済みユーザは電

話機の画面で同時に会議を確認し て、 どの会議に参加するかを決定できます。

既存の機能のパフ ォーマンス強化

Cisco Unified Communications Manager のリ リース 6.1 は、 イ ン フ ラス ト ラ クチャ側で以下

のパフ ォーマンス強化も実現し ています。 これら によ り、 能率的で コ ス ト 効率に優れた コ

ミ ュニケーシ ョ ン イ ン フ ラス ト ラ クチャ を企業に提供する、よ り堅牢なプ ラ ッ ト フ ォームが

可能になっています。

• 音声ゲー ト ウ ェ イのコ ールバ ッ ク サポー ト ： Cisco U nified Communicatio ns

Manager は、長期にわたって自動コールバッ ク をサポー ト し てきま し た。自動コー

ルバッ クでは、 た と えば、 発信者 A が受信者 B を呼び出し、 B が別のコールに応

答中である とわかった場合、 B が応答可能になる と コールバッ ク機能をアク テ ィ ブ

化し て自動的に接続し ます。 このコールバッ ク機能が、 Cisco IP フ ォ ンに加えてア

ナログ電話でも使用できるよ う にな り ま し た。 コールバッ クがアク テ ィ ブ化された

と きに発信者 A が別の回線で応答中である と い う 状況を回避するために、 コール

バッ ク機能は、 発信者 A がコールバッ ク を受け取る こ とができ るよ う になるまで

コール開始を抑えるよ う にな り ま し た。

• Session Initiation Protocol （SIP） ト ラ ン ク  デバイ ス識別： Cisco Un ified

Communications Manager 6.1 では、 SIP ト ラ ン ク上のデバイス識別の改良によ

り、 Call Admission Control （CAC; コール ア ド ミ ッ シ ョ ン制御）、 メ デ ィ ア リ ソー

ス選択、 コール ルーテ ィ ング、 およびコーデ ッ ク選択が進化し ています。 IP ア ド

レス と シグナ リ ング ポー ト に依存する こ と をやめ、 SIP プロキシがシグナ リ ング

パスに挿入されている場合であっ て も  SIP ト ラ ン ク上のデバイ スを適切に識別で

きるよ う にな り ま し た。早期検出によ り、帯域幅と ネ ッ ト ワーク  リ ソースをよ り適

切に使用する こ とができます。

ローカ ラ イズと セキュ リ テ ィ の強化

Cisco Un ified Communications Man ager 6.1 と  Ci sco Uni fied IP Phon e 79 11G、 7941G、

7961G、 7970G、 7971G の各モデルで、 タ イ語と ト ルコ語のローカ ラ イズがサポー ト される

よ う にな り ま し た。

セ キ ュ リ テ ィ 上の脅威 を 監視お よ び管理す る ために、 Cisco Un ified Co mmunications
Manager 6.1 では新 し いバー ジ ョ ン の Cisco Se curity Agent 5.2 が利用で き ま す。 Cisco
Security Agent ソ フ ト ウ ェ アは、 サーバ、 デスク ト ッ プ、 および Point-of-Service （POS） コ

ンピ ューテ ィ ング システムを脅威から保護し ます。 このセキュ リ テ ィ  ソ フ ト ウ ェ アは、 従
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来のエン ド ポイ ン ト  セキュ リ テ ィ  ソ リ ューシ ョ ンにない高度な機能と し て、 特定の標的を

狙った攻撃、 スパイウ ェ ア、 ルー ト キ ッ ト 、 および Day-Zero 攻撃に対する業界 先端の保

護機能を備えています。

機能と利点

Cisco Unified Communications Manager 6.1 は 6.0 を基盤と し ているので、 引き続き次の機

能をサポー ト し ます。

中堅企業に適し た、 強力な呼処理および メ ッ セージングへのシンプルなアクセス

中堅企業は、 1 台の C isco Med ia Convergence Server で Cisco  Unified Communications
Manager と  Cisco Unity® Connection を実行できる とい う メ リ ッ ト を得られます。 このコ ン

パク ト なソ リ ューシ ョ ンは、 強力な呼制御および音声メ ッ セージングの要件に対し て 1 台の

サーバを提供する こ とによ り、 複雑性と管理を軽減し ます。 150 ～ 500 人のユーザをサポー

ト する必要がある企業を対象と し たこのソ リ ューシ ョ ンは、 簡単に使えるよ う に設計され、

使いやすい設定ツールを搭載し ています。 特に、 シス コ  ユニフ ァ イ ド  コ ミ ュニケーシ ョ ン

のチャネル パー ト ナーは、 新しいイ ンポー ト /エクスポー ト  ツールを利用する こ とができま

す。 これらは、 定型的な設定を作成し て複製する こ とができるので、 イ ンス ト ール時間を短

縮できます。

モビ リ テ ィ 機能

モバイル ワーカーを抱える企業向けに、Cisco Unified Communications Manager 6.1 は Cisco
Unified Mobility をサポー ト し ます。 以前にバージ ョ ン 6 で導入された 2 つの主な機能は、

Cisco Unified Communications Manager ソ フ ト ウ ェ アへの Cisco Mobile Connect 機能の統

合、 およびデュアルモー ド  デバイスのサポー ト です。 Cisco Mobile Connect の機能が Cisco
Unified Communications Manager ソ フ ト ウ ェ アのネ イ テ ィ ブな機能にな っ たため、 Cisco
Mobile Connect アプ リ ケーシ ョ ンを別途購入する必要がな く な り、追加のサーバも必要な く

な り ま し た。

統合された Cisco Unified Mobility の機能を使用する と、 企業は呼処理テ ク ノ ロジーへの投資

を活用し て、モバイル ワーカーと非モバイル ワーカーの両方に対し て、生産性の点で メ リ ッ

ト のあるホス ト を提供できます。 従業員のいる場所に関係な く 、 タ スクにと って も便利な

デバイスを使用できる Cisco Unified Mobility の機能の一部を、 以下に示し ます。

• Single Number Reach および単一のビジネス ボイス メ ールボ ッ クス ： Cisco Unified

Mobility によ り、 従業員は仕事場所に関係な く 、 すべての着信ビジネス コールを単

一のビ ジネス フ ォ ン番号に統合 し て コ ールを受ける こ と がで き ます。 モバイル

ワーカーがコールに応答できないと きは、Cisco Unified Mobility が Cisco Unity® シ
ステムなどのビジネス ボイス メ ール システム上の単一のビジネス ボイス メ ール

ボ ッ クスに、 応答できなかったコールを保存し ます。 Cisco Unified Mobility を使用

する と、 ビジネスに関係する連絡先と複数の電話番号を共有し た り、 複数のボイス

メ ールボ ッ クスを確認する必要がな く な り ます。

• コール継続中の透過的な移動 ： オフ ィ スにいるモバイル ワーカーは、 多 く の場合、

デスクの Cisco Uni fied IP Phon e 上のスピーカーフ ォ ンなどの IP フ ォ ンを使用し

た方が好都合です。 Cisco Unified Mobility は、 携帯電話からデスクの電話へもその

逆方向も コール継続中の透過的な移行を実現し ているので、従業員は別の電話に切
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り替える場合でも、電話を切る こ と な く 会話を継続できます。このアプローチでは、

オフ ィ ス内にいる際に企業の IP コ ミ ュニケーシ ョ ン イ ン フ ラス ト ラ クチャ を使用

するモバイル通話に対し て、 小コス ト  ルーテ ィ ングを適用し ます。

デュアルモー ド  デバイスのサポー ト は、 ワイヤレス キャ ンパス環境と外部の携帯電話網の

間を移動するモバイル ユーザに メ リ ッ ト を も たら し ます。 これらのデバイ スは、 セルラー

Global System for Mobile Communications （GSM） ネ ッ ト ワークから  802.11 ベースのワイ

ヤレス LAN にコールを手動で転送できます。

簡単な移行

シス コは、 Cisco Unified Communications Manager の 2 つの導入モデルと し て、 Windows
2003 OS 上のバージ ョ ン 4.3 と、 Linux ベースのアプラ イアンス モデル実装であるバージ ョ

ン 5.x および 6.x を提供し ています。 旧バージ ョ ン （Cisco CallManager 4.1 および 4.2） を

使用中の既存のお客様は、 Cisco Unified Communications Manager 6.1 に直接ア ッ プグレー

ド できます。

発注情報

シス コ製品の購入方法については、 「購入案内」 を参照し て く だ さ い。 ソ フ ト ウ ェ アをダウ

ン ロ ー ド す る には Cisco Software Cen ter に ア ク セ ス し て く だ さ い。 Cisco U nified
Communications Manager は、 MCS および認定済みサー ドパーテ ィ  プ ラ ッ ト フ ォームと組

み合わせた場合にのみ、 アプ ラ イアンスまたはソ フ ト ウ ェ ア と し て注文できます。 これらの

プ ラ ッ ト フ ォ ームの一覧につい ては、 http://www.cisco.com/en/US/products/hw/voiceapp/
ps378/prod_brochure_list.html （英語） を参照し て く だ さい。

表 1. 発注情報

シス コ  ユニフ ァ イ ド  コ ミ ュニケーシ ョ ン サービス

シス コ と認定パー ト ナーは、 セキュ リ テ ィ と復元力が優れたシス コ  ユニフ ァ イ ド  コ ミ ュニ

ケーシ ョ ン ソ リ ューシ ョ ンの展開をお手伝いし、 厳しい展開スケジュールを実現し、 ビジネ

スの優位性を高める こ とができます。 シスコのサービス ポー ト フ ォ リ オは、 固定およびモバ

イル ネ ッ ト ワーク上で音声、 ビデオ、 データ、 およびモバイル アプ リ ケーシ ョ ンを統合す

る実証済みの手法に基づいています。

サービスに対するシス コ独自のラ イ フサイ クル アプローチは、 ソ リ ューシ ョ ン ラ イ フサイ

クルの各段階で必要なア ク テ ィ ビテ ィ を定義し ます。 カ ス タ マ イズ された計画および設計

サービスは、ビジネスのニーズを満たすソ リ ューシ ョ ンの作成に重点を置いています。また、

実績のあるテ クニカル サポー ト が業務効率を向上させます。リ モー ト 管理サービスによ って

日々の運用を簡素化し、 適化サービスによ っ てビジネス ニーズの変化に応じ たソ リ ュー

シ ョ ン パフ ォーマンスの強化を行います。

関連情報

詳細については、 http://www.cisco.com/web/JP/product/hs/iptel/callmgr/index.html を参照し

て く ださい。

製品名 製品番号

Cisco Unified Communications Manager 6.1 UNIFIED-CM-6.1
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